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め
に
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琵
琶
湖
に
お
け
る
「
水
の
華
」
の
発
生
は
、

一
九
八
三
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
南
湖
（
琵

琶
湖
副
湖
盆
）
で
毎
年
の
よ
う
に
起
っ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
面
積
が
広
く
平
均
水
深
が
深
い

北
湖
（
琵
琶
湖
主
湖
盆
）
で
は
、
ま
だ
こ
の
よ

う
な
現
象
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
「
水
の

華
」
を
引
き
起
こ
す
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、

従
来
ま
で
は
ア
ナ
ベ
ナ
属
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、

一
九
八
七
年
及
び
一
九
八
八
年
は
「
ア
オ
コ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
属
が
主

体
と
な
っ
た
。
こ
の
種
は
富
栄
養
化
の
進
行
度

合
を
示
す
重
要
な
指
標
種
で
あ
り
、
調
和
型
の

富
栄
養
湖
で
は
ほ
と
ん
ど
の
湖
で
夏
季
を
中
心

に
観
察
さ
れ
て
い
る
。

　
琵
琶
湖
で
は
一
九
六
五
年
前
後
か
ら
少
数
な

が
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
が
報
告
o
さ

れ
て
い
る
が
、
南
湖
全
定
点
で
一
〇
〇
群
体
／

認
以
上
観
察
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
七
年
が
定

点
観
測
史
上
は
じ
め
て
の
事
で
あ
り
、
集
積
し

た
水
域
で
は
、
一
万
群
体
／
鵡
以
上
観
察
さ
れ

非
常
に
驚
き
戸
惑
っ
た
事
を
記
憶
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
琵
琶
湖
南
湖
に
お
け
る
「
水
の
華
」

形
成
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
消
長
や
、
水
質
の
変
動

及
び
気
象
等
の
外
的
要
因
が
藍
藻
へ
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
の
で
簡
単
に
述
べ

た
い
。

ー
　
モ
一
一
タ
リ
ン
グ
調
査

　
調
査
期
間
、
回
数
、

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

（
図
1
）

項
目
等
に
つ
い
て
は
年

調
査
地
点
と
し
て
は
南

湖
九
～
二
〇
地
点
で
行

っ
た
。ω

種
類
（
究
八
　
①

　
　
五
）
　
　
（
表
1
）

　
観
察
さ
れ
た
藍
藻
綱

は
九
属
一
八
種
で
あ
り

こ
の
中
で
「
水
の
華
」

を
形
成
す
る
種
類
は
、

七
種
類
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
藍
藻
綱
以
外
の
種

類
で
は
、
六
綱
四
二
属

七
七
種
類
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
こ
の
期
間
中
に

観
察
さ
れ
た
。

　
の
　
水
平
分
布
（
一
九
八
五
年
）

ア
ナ
ベ
ナ
属
は
図
2
に
示
す
よ
う
に
、
七
月

調査地点図1

ま
で
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
八
月
中
旬
に

は
い
る
と
南
部
及
び
東
岸
部
水
域
で
観
察
さ
れ
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＝
、
『
』

始
め
、
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
は
、
南
湖

全
域
で
大
発
生
し
、
九
月
九
日
の
調
査
時
に
は
、

二
〇
地
点
中
一
六
地
点
で
二
〇
〇
〇
群
体
／
㎡

以
L
を
計
数
し
た
。
九
月
下
旬
に
は
い
る
と
ア

ナ
ベ
ナ
は
激
減
し
、
一
〇
月
以
降
は
ほ
と
ん
ど

観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
期
問
中
に
最
も
多

く
観
察
さ
れ
た
藍
藻
と
し
て
は
ア
ナ
ベ
ナ
属
の

　
』
ミ
寓
§
“
“
強
蓄
騎
　
で
、
　
「
水
の
華
」
形

9月4日8月20日　　　8月271日

　　　　　　　　　覧　　　　　　　　　、　　　　　　　　　ソ

　　　　　　　　　●

　　　　　　　　≧、
　　　　　　　●

　　　　　　　●

　　　　　　　
罵　　●●

8月12日7月30日

成
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
全
群
体
数
の
八
八
％
が
こ
の

種
類
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
つ
い
で
》
落
ぐ

　
。
ミ
象
　
（
六
・
七
％
）
、
委
ミ
ミ
。
も
ミ
“

（
三
・
六
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。

　
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
属
の
水
平
分
布
を
図
3

に
示
し
た
。
霞
ケ
浦
で
の
、
・
、
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス

の
消
長
は
、
六
月
上
旬
か
ら
増
加
が
は
じ
ま
り
、

七
月
～
九
月
に
か
け
て
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の

10月14日
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Anabaena属の平面分布の経時的変動（1985図2

後
一
二
月
ま
で
分
布
す
る
事
が
報
告
⑳
さ
れ
て

い
る
。
琵
琶
湖
で
は
霞
ケ
浦
よ
り
三
カ
月
遅
い

九
月
に
は
い
っ
て
か
ら
増
加
が
み
ら
れ
た
。
最

初
に
増
加
の
み
ら
れ
た
水
域
は
、
南
湖
東
岸
部

水
域
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
九
月
中
旬
に
は
南

湖
全
域
で
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
が
観
察
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
群
体
数
は
ア
ナ
ベ
ナ
の
ー
／
m
以

下
と
少
な
か
っ
た
。●

●
　
　
　
●

　
　
●●～

・9

．
、
．
9

Ω

　
南
湖
に
お
い
て
大
発
生
す
る
藍
簾
の
面
的
パ

タ
ー
ン
を
見
る
と
（
図
4
）
北
湖
と
の
境
界
に

近
い
地
点
二
で
は
、
藍
藻
の
総
群
体
数
が
一
六

〇
群
体
と
他
の
地
点
よ
り
極
端
に
少
な
く
推
移

し
て
い
る
た
め
、
北
湖
か
ら
の
藍
藻
の
流
入
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
発
生
源
と
し
て
は
南
湖
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
地
点
四
の
杉
江
港
沖
に
つ
い
て
は
、
約
三
万

●
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Microcystis属の平面分布の経時的変動（1985図3
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♪

パ

群
体
と
他
の
地
点
よ
り
、
は
る
か
に
多
く
の
藍

藻
が
観
察
さ
れ
、
ア
ナ
ベ
ナ
属
の
中
で
も
ト

も
覧
こ
畿
霧
が
他
の
地
点
よ
り
非
常
に
多
く
観

察
さ
れ
た
。
ま
た
、
藍
藻
以
外
の
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
相
に
つ
い
て
も
相
違
が
み
ら
れ
、
こ
の
水
域

に
つ
い
て
は
南
湖
の
中
で
も
水
深
が
浅
い
内
湾

で
閉
鎖
性
水
域
に
属
し
、
湖
水
が
長
時
間
滞
留

す
る
事
、
及
び
理
化
学
的
な
水
質
調
査
結
果
鋤

を
み
て
も
他
の
地
点
よ
り
特
に
富
栄
養
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
他
の
水
域
と
違
っ
た
パ
タ
ー

ン
を
示
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
次
に
東
岸
部
水
域
と
西
岸
部
水
域
及
び
、
南

部
水
域
と
北
部
水
域
に
分
け
て
み
る
と
、
東
岸

部
及
び
、
南
部
の
分
布
が
西
岸
部
及
び
北
部
に

比
べ
．
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
は
滋
賀
県
の
中
で
も
都
市
化
・
工
業

化
の
進
ん
だ
地
域
の
流
域
で
あ
る
南
湖
東
岸
部

琵琶湖南湖で観察された藍藻綱
（1985年7月～10月）

表1

及
び
南
部
水
域
を
中
心
に
増
加
し
た
ア
ナ
ベ
ナ

や
、
・
、
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
が
各
細
胞
の
持
つ
ガ
ス

胞
等
の
作
用
に
よ
り
、
湖
水
の
表
面
に
浮
上
す

る
。
こ
れ
が
湖
流
及
び
風
等
の
物
理
的
な
要
因

に
よ
り
、
比
較
的
湖
流
の
影
響
を
受
け
に
く
い

湖
岸
の
吹
き
だ
ま
り
や
、
湖
水
が
長
時
間
滞
留

す
る
内
湾
に
集
積
さ
れ
る
た
め
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
た
。

　
㈹
　
経
日
変
化

　
主
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
経
日
変
化
を
図
5
に

示
し
た
。
ま
ず
》
ミ
ミ
o
落
ミ
∋
》
“
§
㍗

義
恥
’
》
魯
暁
こ
隷
霧
な
ど
の
ア
ナ
ベ
ナ
属
が

増
殖
し
、
ピ
ー
ク
に
達
す
る
時
期
か
ら
ミ
ミ
や

ミ
象
箭
禽
養
讐
ま
旨
’
　
ミ
ー
s
霧
§
昏
ミ
触
軌

な
ど
の
、
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
属
が
後
を
追
う
よ

う
に
増
殖
し
て
く
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
水
温

は
八
月
上
旬
に
は
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
の
適
水
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琶諏湖における藍藻綱の大量発生前後のプ予ンクトン相（1985表2

Cタイプ：藍藻の増加後に増加した種類
　C⊃曜盈，髭’血sp．

　3礎勧姻蝕α∬5め54な幽
　5‘ψ加膿如邸sp．
　M‘qr4‘蛭躍諏川ρ螂ぎ〃ロ用

　C加血5f月協”星m”め，r比ロ蹴

　P回㎞5εrμ”軍拐’㎜‘

　C㎞姻●紹拠4d▼．5ロ妙roημ耀

Dタイプ：どのタイプにも属さなかった種類

　5國r凹鄭
　G㎞躍04ゴ”’ロ”3sp，

　Dゆ5ρ加㎝’μ所ρμ勧6伽蹴
　P伽5ρ加eπ’膨所Eゐ7㎝厩9血”μ川

　乱ル06励釦吻卵
　」4面’π45伽，πメ⑰ε離‘厩

　ハ傭肱5‘剛，η加鬼．v．∫’ロ吻ff’6

Aタイプ：藍藻の増加前に多く増加時期に減少した種頻
　M掘吻8躍”吻必
翫願吻8瓶v．σ㎎欝姻’㎜

　M8傾吻吻’f‘ロ
　州敬A自卿勘肉
　ハ配臨Aム23P。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧一

　α㎞畑3P．
麟欝鵠紳’繍

　0剛蝕㎞ε肉
　α麟sp、
　M㎎ωε血5P．
　＆α噺邸儲川吻銑▼．o”ロ畑蹴

Bタイプ：藍藻の増加中に一時的に増加した種類

　cり脚繍　Cり鱗sp，
　πo””髭距勉”83P．

温
（
二
五
℃
以
上
）
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
増
殖
が
遅
れ
た
事
に
つ
い
て
は
、
湖
水
中

の
栄
養
塩
類
濃
度
が
低
か
っ
た
た
め
増
殖
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
九
月
に
は
い
る
と
ア
ナ
ベ
ナ
は
分
解
過
程
に

入
り
、
湖
水
中
の
栄
養
塩
類
濃
度
が
上
昇
し
．

ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
が
増
殖
す
る
た
め
の
栄
養

条
件
が
整
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
た
。

　
＠
　
藍
藻
以
外
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
相

　
藍
藻
以
外
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
種
類
数
は
、

藍
藻
の
増
加
時
に
は
減
少
し
、
ま
た
藍
藻
の
減

退
期
に
な
る
と
、
再
び
種
類
数
が
増
加
し
て
く

る
傾
向
も
各
地
点
で
み
ら
れ
た
。

　
藍
藻
以
外
の
総
細
胞
数
の
経
日
変
化
に
つ
い

て
も
、
藍
藻
が
増
加
す
る
と
減
少
傾
向
を
示
し
、

藍
藻
が
減
少
時
期
に
な
る
と
、
再
び
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
数
が
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
事
か
ら
藍
藻
の
増
殖
に
よ
り
、
他
の
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
相
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
考
え

ら
れ
、
反
対
の
立
場
で
考
え
る
と
、
藍
藻
綱
以

外
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
種
類
数
及
び
総
細
胞
数
が

少
な
い
水
界
で
は
藍
藻
が
増
殖
し
や
す
い
と
考

え
ら
れ
た
。
つ
ぎ
に
主
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
種
に

つ
い
て
、
藍
藻
の
大
量
発
生
が
起
こ
る
前
後
の

消
長
を
タ
イ
プ
別
に
分
け
た
結
果
を
表
2
に
示

し
た
。
A
の
タ
イ
プ
は
、
藍
藻
の
大
量
発
生
時

期
か
ら
減
少
し
た
種
類
で
あ
り
、
B
の
タ
イ
プ

は
藍
藻
の
大
量
発
生
時
期
に
一
時
的
に
増
殖
し

た
種
類
で
あ
る
。
ま
た
、
C
の
タ
イ
プ
は
藍
藻

の
終
息
時
期
か
ら
増
殖
し
た
種
類
で
あ
る
。
珪

藻
の
ミ
ミ
o
象
ミ
鵯
§
ミ
ミ
篇
や
緑
藻
の
、
、
や

幕
き
魯
ぎ
ミ
融
鷺
』
ミ
鴨
ま
旨
な
ど
が
多
い
と

「
水
の
華
」
現
象
が
今
後
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
緑
藻
の
㌔
匙
蔚
箕
這
ミ
守
琶
ミ
．
G
ミ

、
8
鴨
蓑
§
R
§
黛
軌
匙
ミ
が
多
く
な
る
と
、
藍

藻
に
よ
る
異
常
発
生
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
と

考
え
ら
れ
た
。

　
㈲
　
水
深
別
調
査

　
一
九
八
七
年
四
回
に
わ
た
り
三
地
点
に
お
い

て
水
深
別
調
査
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
○
～
四

m
前
後
の
水
深
で
は
ア
ナ
ベ
ナ
、
ミ
ク
ロ
キ
ス

ィ
ス
及
び
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
上
下
層

表3　「水の華」形成プランクトンの集積事例
膳所浄水場～膳所公園の湖岸（1987年9月25日午前11時採水

collonies／mI

　　　lO～302～10オく匠架（un）　0～2

の
差
は
少
な
く
（
採
水
時
間
A
M
一
〇
～
一
一

時
）
、
特
に
上
層
部
に
集
積
す
る
よ
う
な
傾
向

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
採
水
地
点
が
湖
岸
か
ら
約
一
〇
〇
m
沖
を
定

点
と
し
て
い
る
た
め
、
沿
岸
部
の
よ
う
に
表
層

に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
集
積
す
る
現
象
は
、
現
時

点
で
は
起
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
表

3
に
示
す
よ
う
に
沿
岸
部
の
一
部
で
は
水
深
0

～
二
㎝
に
非
常
に
多
く
の
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス

属
の
集
積
が
観
察
さ
れ
た
。

2
　
理
化
学
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隅
九
八
五
年
）

　　　0

　　　0

　　　0

　　140

2．400

　　40

　　　0

　　　10

　　40

　　　0

　　置40

2，800

　　100

　　　0

　　　　0

　　　40

　　　互O

a400

58，000

　　200

10

A㎎bαe㎎αノ71回3

イ4nαbαεπαερひo‘dεs

Aπαbαeπα㎜crospαU

〃比ro曙ソSε飴ωεsebε79‘‘

〃‘croりρS¢ごSαεrμ8‘几0εα

』》εcrocンs‘‘s匪r‘dごε

Oscκ血ε07・血陀πμ‘3

2，5803，09060，660

　
m
　
水
温
　
　
　
（
図
6
）

　
表
層
に
お
け
る
水
温
は
全
地

点
で
ほ
ぼ
用
様
の
傾
向
を
示
し
、

全
地
点
の
平
均
値
は
、
七
月
末

か
ら
九
月
初
め
ま
で
三
〇
℃
前

後
で
、
九
月
中
旬
以
降
徐
々
に

低
下
し
、
一
〇
月
中
旬
に
は
二

〇
℃
ま
で
下
が
っ
た
。
ア
ナ
ベ

ナ
は
水
温
が
二
九
℃
～
三
一
℃

の
範
囲
に
あ
る
時
か
ら
群
体
数

が
増
殖
し
始
め
、
二
六
℃
～
二

八
℃
の
範
囲
ま
で
増
殖
が
続
き
、

そ
の
後
減
少
し
て
二
四
℃
以
下

で
は
ほ
と
ん
ど
観
察
さ
れ
な
か

っ
た
。
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
は
、

二
八
℃
～
三
〇
℃
の
時
か
ら
観

察
さ
れ
は
じ
め
、
二
五
℃
～
二

八
℃
の
時
に
ピ
ー
ク
が
み
ら
れ
、

そ
の
後
水
温
の
低
下
と
と
も
に

一23一
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誠
少
し
た
。

　
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
の
増
殖
最
適
温
度
は
二

五
℃
～
三
五
℃
で
あ
る
が
、
琵
琶
湖
の
水
温
が

三
〇
℃
以
上
で
あ
っ
た
時
期
に
、
・
、
ク
・
キ
ス
テ

ィ
ス
の
増
殖
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事

は
、
水
温
以
外
に
も
増
殖
を
制
醸
し
て
い
る
要

困
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
欝
　
D
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
フ
）

　
溶
存
酸
濃
は
、
金
地
点
で
遇
飽
和
状
懸
の
楠

を
示
す
事
が
多
く
、
九
月
上
旬
の
ア
ナ
ベ
ナ
が

大
増
殖
時
に
は
特
に
高
い
殖
が
観
測
さ
れ
た
。

こ
の
事
は
、
ア
ナ
ベ
ナ
に
よ
る
活
発
な
光
合
成

の
結
果
鷺
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

⑥
想
　
　
　
　
　
　
　
（
蟹
8
）

　
州
は
、
七
月
末
か
ら
九
弩
申
旬
ま
で
縁
囲
九

前
後
で
あ
り
、
ア
ナ
ベ
ナ
が
激
減
し
た
九
月
．
下

旬
に
櫨
頭
八
前
後
駕
低
下
し
た
。
ア
ナ
ベ
ナ
の

増
殖
時
に
は
地
点
器
で
差
が
認
め
ら
れ
、
囲
一

〇
以
上
の
値
も
観
灘
さ
れ
た
。

　
㊧
　
C
O
D
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
9
）

　
表
綴
水
中
の
C
O
D
は
｝
・
八
か
ら
副
五
・

六
囎
／
ぞ
の
範
鰯
で
変
動
し
た
。
ア
ナ
ベ
ナ
出

現
蔚
の
七
月
末
に
は
平
均
値
二
・
二
㎎
／
ぞ
で
、

地
点
聡
の
差
は
懸
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ア
ナ
ベ
ナ
が
繕
殖
し
始
め
た
八
月
中
旬
か
ら
徐

々
に
上
昇
し
、
九
月
四
8
に
は
平
均
埴
六
・
四

㎎
／
ぞ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
地
点
間
の
差
も
徐

々
に
増
大
し
た
。

　
㈲
　
窯
素
　
　
　
　
　
（
図
1
0
、
11
、
綴
）

　
ア
ナ
ベ
ナ
が
出
現
す
る
前
の
T
l
N
捻
、
全

地
点
で
大
き
な
差
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
平
均

値
は
二
六
七
μ
9
／
ぞ
で
あ
っ
た
。
八
月
中
旬

●
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●
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以
降
、
ア
ナ
ベ
ナ
の
趨
現
、
増
殖
に
伴
っ
て
T

i
鰻
も
増
茄
す
る
傾
脅
が
認
め
ら
れ
た
。

　
Z
F
－
Z
・
Z
O
9
。
ー
Z
に
っ
い
て
は
七
月

朱
か
ら
九
弩
初
旬
ま
で
全
体
に
低
い
纏
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ナ
ベ
ナ
の
大
増
殖
が

観
察
さ
れ
た
時
に
は
、
局
懸
に
Z
国
轟
ー
2
及

び
Z
O
恥
ー
Z
の
高
い
地
点
が
観
測
さ
れ
、
ア

ナ
ベ
ナ
が
激
減
し
た
九
月
事
旬
に
は
そ
の
傾
尚

9肩4日8穆27呂8月20日8月12日7月30日

●

●

o　●
●●／

◎

σΩ
●

10月14旧9月30日

が
よ
り
顕
著
と
な
っ
た
。

　
園
1
3
に
各
態
窒
素
の
経
月
変
化
を
示
し
た
。

無
機
態
窒
素
は
、
毎
年
八
月
か
ら
一
一
月
に
低

い
植
で
あ
る
。
D
…
N
、
（
Z
巖
ム
i
之
、
2
0
卜
。

I
Z
ゆ
Z
O
。
・
…
2
の
和
）
の
少
な
い
条
件
下
で

ア
ナ
ベ
ナ
が
大
増
殖
す
る
の
盤
窒
素
画
定
能
力

を
有
し
て
お
り
、
栄
養
塩
と
し
て
の
D
I
N
は

必
ず
し
も
増
殖
に
必
要
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

●●

m
2
0
偲
8
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6
0
2
§

　
　
　
　
　
1
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

．
．
．
．
●
●
●
溺

　
　
　
　
●

●
　
●
　
●

9月246

●
　
●

●
　
●

●
　
　
○

●
・

●

9用9聞§渥93

■

●

●●

＼ゆτ

●
　
　
　
o
　
　
　
●

N　O3－Nの平面分布の経時的変動（1985）図12

ら
れ
た
。

　
「
水
の
華
」
発
生
後
期
の
T
！
醤
の
減
少
は
、

大
部
分
粒
子
状
窒
素
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
増
殖
の
ピ
ー
ク
を
す
ぎ
た
ア
ナ

ベ
ナ
が
分
解
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
Z
鍛
“
ー
Z

が
生
成
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
硝
化
さ
れ
て

Z
O
ω
ー
2
が
増
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
、
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
は
水
温
が
増
殖
に
適
し

て
い
た
九
月
初
旬
ま
で
は
増
殖
せ
ず
、
九
月
中

旬
以
降
水
温
が
下
が
り
始
め
て
か
ら
増
殖
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ら
れ
た
。

｝
3
穫
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醤給　琵琶覇南湖における各態窒棄の経月変化（単位㎎／ε）

　
こ
れ
は
九
丹
初
旬
ま

で
は
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ

ス
の
増
殖
に
必
要
な
D

I
醤
が
承
中
に
殆
ど
荏

在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

九
月
中
旬
以
降
ア
ナ
ベ

ナ
の
分
解
に
と
も
な
っ

て
｝
時
的
に
多
薫
の
D

I
藩
が
供
給
さ
れ
た
事

に
よ
り
ミ
ク
容
キ
ス
テ

ィ
ス
の
増
殖
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
纏
な
い
か

と
考
え
ら
れ
た
。

　
窃
　
リ
ン

　
　
　
（
図
鱗
、
1
5
V

　
表
屡
水
中
で
の
T
…

P
の
水
平
分
窃
及
び
そ

の
経
時
的
変
化
を
み
る

と
ア
ナ
ベ
ナ
が
出
現
す

る
前
の
七
月
末
に
は
、

東
岸
沿
い
及
び
南
部
沿

い
で
若
干
高
い
値
が
認

め
ら
れ
た
が
麹
は
全
体

に
簸
い
嬉
で
あ
り
、
全

地
点
の
平
均
箆
は
一
八

一26一



μ
9
／
ぞ
で
あ
っ
た
。
八
月
中
旬
以
降
ア
ナ
ベ

ナ
が
増
殖
す
る
の
と
並
行
し
て
T
－
P
も
特
に

沿
岸
部
を
中
心
に
徐
々
に
高
く
な
り
、
九
月
初

旬
に
は
全
地
点
の
．
平
均
値
も
五
二
μ
9
／
ぞ
ま

で
増
加
し
た
。
そ
の
後
九
月
下
旬
に
ア
ナ
ベ
ナ

が
急
減
し
た
後
も
全
体
に
T
I
P
は
高
い
レ
ベ

ル
を
保
っ
て
お
り
、
全
地
点
の
平
均
埴
は
ア
ナ

ベ
ナ
が
完
全
に
姿
を
消
し
た
一
〇
月
一
四
日
の

時
点
で
も
四
二
μ
9
／
4
で
あ
っ
た
。

●こ
．
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●
　
●

●
　
●

●
　
●

　
●

≧
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●
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●
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●
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●1

●●

し ■

　
℃
○
“
ー
℃
は
全
調
査
期
間
を
通
じ
て
き
わ
め

て
低
い
レ
ベ
ル
で
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
D
T
P
は
、
い
ず
れ
の
地
点
で
も
全
調
査
期

間
を
通
じ
て
五
～
三
六
μ
9
／
4
の
範
囲
で
、

ほ
ぼ
一
定
し
た
値
で
あ
っ
た
。
ア
ナ
ベ
ナ
が
激

減
し
た
九
月
下
旬
以
前
は
で
O
轟
ー
℃
の
濃
度
が

低
か
っ
た
た
め
、
D
T
P
の
大
部
分
は
溶
存
性

の
有
機
態
リ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
ナ

ベ
ナ
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
前
に
は
、
℃
○
畠
ー
で

●
　
●

●
　
●

●
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が
極
め
て
僅
か
な
量
し

か
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

T
I
P
の
増
加
が
認
め

ら
れ
た
事
は
、
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
多
く
は

ア
ル
カ
リ
フ
ォ
ス
フ
ァ

タ
ー
ゼ
を
生
産
し
、
低

分
子
の
溶
存
有
機
態
リ

ン
を
加
水
分
解
し
て
リ

ン
酸
と
し
て
利
用
で
き

る
事
な
ど
か
ら
ω
、
釧
、

D
T
P
が
利
用
可
能
な

P
供
給
の
プ
ー
ル
に
な

っ
て
い
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
た
。

ー
リ
ン
の
供
給
源
と
し

て
は
流
入
河
川
か
ら
の

負
荷
や
風
に
よ
る
底
質

の
巻
き
上
げ
な
ど
の
影

馳点4

＿T…P

T
　
O

D
　
P

勘

150

loo

別

　点地

τ祠P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DτP

　　　　　　　　　　　　軸＿＿PO．一

＿一＿　　　　9ハ　　　　　　　　　　　　10月

o

100

50

o
8ハ

地点4，6および18における各態リンの経時変化
　　　　　　　　　　　　　　　　（1985年）

図15

こ
、
」
願
へ
｝
蟹
　
寝
　
（
　
塾

響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
南
湖
全
体
の
T
I
P
の

増
加
量
に
み
あ
う
だ
け
の
リ
ン
の
供
給
機
構
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
今
後
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　
G
り
　
N
／
P
比

　
一
九
八
七
年
に
お
け
る
T
I
N
／
T
－
P
を

計
算
す
る
と
ア
ナ
ベ
ナ
の
発
生
時
期
で
あ
る
九

月
七
日
の
一
一
地
点
の
平
均
値
は
一
七
・
五
で

あ
り
九
月
一
七
日
に
は
一
三
・
二
と
な
っ
た
。

ま
た
ア
ナ
ベ
ナ
の
消
滅
し
た
九
月
二
八
日
に
は

一
二
・
八
と
な
り
窒
素
固
定
を
行
う
ア
ナ
ベ
ナ

属
が
少
な
く
な
る
ほ
ど
N
／
P
比
も
低
い
値
と

な
っ
た
。

3
　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
連
続
調
査

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
九
八
○
年
か
ら
一
九

八
七
年
ま
で
の
八
年
間
に
わ
た
り
、
琵
琶
湖
文

化
館
沖
及
び
瀬
田
唐
橋
流
心
に
お
い
て
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
予
察
の
た
め
に
連
続
調
査
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
気
象
等
の
外
的
要

因
が
ア
ナ
ベ
ナ
及
び
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
増
減

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
検
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（調査回数総計96回〉

　　　　　　　　　　群体数／m

85　　86　　87　（年）

A轟飴ae轟a属の計灘群体数出残頻度表4

848382811980

　
　
4
5

0
7
1
7

2
毘
1
9
6
3

5
捻
1
8
6
1

0
3
2
1

　
　
h
乙
7

0
8
1
4
7
4

0
9
1
7
7
9

0
紛
B
6
8

2奪§群体／撮蓋未満　　　　　　茎§8ε，82年
200群体／ml以上～2000群体／ml未満1981，83，84，87年
2000群体／m1以上　　　　　　茎鰯．86年

2000以上　　　0
2GO～隻999　　　　　｛｝

　20～199　　　6
観察されない　90

倉灘嚢籔

　　　表5　継lcroo》s象ls属の欝灘群体数出現頻度

調壷回数総計96回）　　　　　　　　　群俸数／m

お鯵る
群体数

竺）

〈隼）8786緬脳8382税蓋983

6

16

O
　
　
G
　
　
U

0
　
　
3
　
　
9

73858・1

0
　
6
　
9
　
濫

O
　
　
G
　
　
』
可

0
　
　
0

0
　
歪
　
m

0
　
　
馨
　
　
2

9295859』

2000以上

2｛｝｛｝～韮9｛｝9

　20～199

親察されな1

圭湖文比嬢涼にお轄

3rocystisの総群頽
間96回の舎計値）

　　　　　40群偉

　　　　400

　　　　　2き

　　　　160
　　　　380

　　　　50§

　　　　500

　　　3，74G

罷
臨

表5

ig80年
　81

　82

　83

　84

　85

　86

　87

討
を
お
こ
な
っ
た
。

　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
蚕
に
つ
い
て
は
、
年
間
九

六
回
の
デ
…
タ
を
麺
理
し
、
気
温
、
降
水
量
に

つ
い
て
は
、
滋
賀
梨
彦
根
地
方
気
象
台
月
報

（
大
津
局
）
よ
り
引
用
し
た
。
ま
た
、
水
温
に

つ
い
て
は
髭
琶
湖
文
化
館
に
設
置
（
打
磁
局
）

し
た
自
動
翻
定
局
の
測
定
結
梁
を
用
ψ
た
。
滞

留
欝
数
、
水
位
、
放
流
鑑
に
つ
い
て
纏
滋
駕
県

総降水量とAnabaena群体数の関係表7

月9月8月
齢’

i45m㎝

394繍
111mm

119mm

70mm

275㈱

3i2mm

蓋6マ翻

45mm

34mm

五3m闘1

　　2關

282闘面

3§3購

145mm

435mm

375旧m

2蓋2翻

1982年

83

84

謁
8

6
8
7

へ1200群体以下

1礎90群体以上2倉§鑓羊体未満

C：2000群体以上

水
政
室
発
表
資
料
よ
り
引
用
及
び
計
算
に
よ
り

求
め
た
。

　
碧
睡
　
ア
ナ
ベ
ナ
属

　
八
球
間
に
お
け
る
ア
ナ
ベ
ナ
の
計
灘
群
体
数

の
頻
度
を
発
生
規
模
に
応
じ
て
表
4
に
示
し
た
。

二
〇
〇
〇
欝
体
／
謡
以
上
計
数
さ
れ
た
の
は
｛

九
八
五
年
と
、
一
九
八
六
年
で
、
二
〇
〇
～
二

〇
〇
〇
辮
体
／
銘
で
あ
っ
た
の
億
｝
九
八
繍
、

一
た
八
三
、
一
九
八
西
、
一
九
八
七
隼
で
あ
っ

た
。
ま
た
一
九
八
○
年
及
び
｝
九
八
二
難
は
群

体
数
は
二
〇
〇
群
体
／
謡
未
満
と
少
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
八
痒
間
の
発
生
パ
タ
…
ン
を
下
記
の

A
、
B
、
C
の
三
段
階
に
分
け
て
考
察
を
行
っ
た
。

　
穏
聾
　
ミ
ク
ρ
キ
ス
テ
ィ
ス

　
八
年
間
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
の
計

測
群
体
数
の
頻
度
を
そ
の
発
生
焼
模
に
応
じ
て

表
5
に
示
し
た
。
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
が
一
〇

〇
群
体
／
謡
蹴
上
計
数
さ
れ
た
の
は
一
九
八
一

年
、
一
九
八
五
年
、
一
九
八
七
隼
で
あ
り
、
一

九
八
七
年
が
最
も
計
灘
群
体
数
の
頻
度
が
多
い

傾
病
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
表
6
に
示
し
た
よ
う

に
年
間
総
群
体
数
も
三
七
四
〇
群
体
と
例
年
よ

り
多
く
計
数
さ
れ
た
。

　
纈
　
気
温
笈
び
水
温

　
図
賂
に
承
す
よ
う
に
冷
夏
で
あ
っ
た
圃
九

八
0
年
及
び
一
九
八
二
年
は
小
幾
模
発
生
で
あ

り
、
蝋
温
や
水
濃
の
轟
い
闘
が
続
く
隼
ほ
ど
ア

ナ
ベ
ナ
増
殖
が
盛
ん
に
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
室
内
培
養
実
験
結
渠
か
ら
み
る
と
、
ミ
ク
U

キ
ス
テ
ィ
ス
の
最
大
増
殖
速
度
は
二
五
～
三
五

℃
韓
で
あ
り
二
〇
℃
以
下
で
は
堪
殖
が
翻
御
さ
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れ
、
水
温
が
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
の
増
薙
す
る

た
め
の
制
限
西
子
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
事

が
示
唆
さ
れ
た
。

　
⑥
　
降
水
量

　
雨
の
多
い
8
が
続
く
と
日
蕪
時
賜
は
短
く
な

り
、
雨
水
中
に
禽
ま
れ
る
窺
素
等
が
湖
水
に
直

．
接
負
藏
さ
れ
た
り
、
河
辮
か
ら
の
流
入
負
荷
も

滞留8数とA轟aわae精a群体数の闘係蓑8

月9月8細
苅7

欝数B
総
2
3
2
0
2
6
2
5

5
揺
B
2
0
旧
π

飢
欝
8
1

8
4
5

董982年

　83

　84

　87

85

86

200群体以下

200群体以上2000群体朱満A
B

2000群体以上C

当
然
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
藍
藻
が
大
増

殖
を
始
め
る
七
月
、
八
月
及
び
九
月
の
総
降
水

量
と
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
撫
の
弱
係
を
表
7
に

示
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
八
鍔
の
降
雨
が
少

な
い
ほ
ど
多
恨
の
藍
藻
が
計
測
さ
れ
る
傾
陶
が

み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
七
月
の
鋒
雨
つ
ま
り
梅

雨
に
よ
る
雨
猷
は
、
あ
ま
り
関
与
し
て
い
な
い

　
　
侮
笥
匂

月
上
雫

9
鎧

℃
』

温気
292720292■豊コ

　㎜一 潔蒙繋釜

鱗

発生した年

　
胡
門

月

9
騒

　　　℃

29　　　　3■

浅

建o驚τ2撃嚢5

　　　承

2竃

　　　22

11

隼

2322

・った年

事
が
示
竣
さ
れ
た
。
八
拷
の
降
雨
が
少
な
い
年

ほ
ど
多
量
の
ア
ナ
ベ
ナ
が
み
ら
れ
た
事
に
つ
い

て
は
、
P
I
賛
が
消
費
さ
れ
尽
く
し
た
水
界
に

お
い
て
綜
（
こ
の
時
期
、
琵
琶
湖
で
は
D
董
N

が
非
常
K
少
な
い
）
当
然
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
翫
が

減
少
し
、
こ
れ
に
代
わ
り
窒
素
固
定
能
を
有
す

る
ア
ナ
ベ
ナ
が
他
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
茄
を

した葎

82

図

85　　　㎜㎜　　　　　』　　　　　　　7 　

86　　　・膿一　　　　　樋憎鵬・　　　噛鱒幽

87

図16　南湖における気濫，水温の変化

　　　　　　　　Anabaena　　　　　　C陶一圏フk温

水温　　馴筆刀　　△一紬・磁
　毒　　　へ　　七　　号1＝塾羅…纂s

よる灘鼎，1　’、←翻脇る
　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　↑

　　A蹄ae趨？cf。cys轟s塗器斑 簿
え
大
発
生
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
⑥
　
滞
蟹
日
数

　
南
湖
の
平
均
的
な
滞
留
日
数
を
単
純
に
計
算

す
る
と
約
一
五
8
間
と
な
る
。
各
隼
毎
稼
滞
留

欝
数
を
計
算
し
表
8
に
示
し
た
。

　
ア
ナ
ベ
ナ
が
小
規
模
発
生
で
あ
っ
た
一
九
八

二
年
の
八
月
の
滞
留
日
数
は
、
五
R
と
少
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
湖
の
湖
水
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
り
単
い
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ー
ド
で
入
れ

姻
　
　
32

　
℃

22

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
デ

　
s
　
、
マ

　
・
、
　
・

、
，
宅
　
　
剛

　
S
　
　
　
q

　
y
　
　
、

　
　
　
　
じ

　
C茄

．
一

，
徳
！
γ

耀的曲
脚
〆

n
の
　
　
ノ

A
　
　
素

　
　
　
灘

　
　
忽
、
e

　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
葦

　
　
婁

一7　　　　　8　　　　　9
　　　　　　　　蘇脇臨、

図璽7　琵琶湖にお妙る水の華発生機構

替
わ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
◎
こ

の
事
は
対
数
堵

殖
期
に
入
っ
た

ア
ナ
ベ
ナ
が
南

湖
か
ら
ど
ん
ど

ん
流
出
す
る
事
、

及
び
北
湖
か
ら

水
温
と
栄
養
壊

濃
度
の
低
い
湖

水
が
繭
湖
に
多

く
流
入
す
る
事

な
ど
が
考
え
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
滞
留

臼
数
が
長
い
年

ほ
ど
ア
ナ
ベ
ナ

の
発
生
が
大
規

摸
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
は
南
湖

が
大
型
の
培
養
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コ
．

器
に
近
い
状
態
と
な
り
、
滞
留
時
間
が
ア
ナ
ベ

ナ
の
大
発
生
を
促
進
す
る
要
因
の
『
つ
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
た
。

4
　
「
水
の
華
」
の
発
生
機
構

　
琵
琶
湖
南
湖
に
お
け
る
「
水
の
華
」
の
発
生

機
構
を
図
1
7
に
模
式
的
に
示
し
た
。
浮
遊
性
藍

藻
（
ア
ナ
ベ
ナ
属
が
主
体
）
の
大
増
殖
の
要
因

と
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら
れ
た
。

　
ω
　
水
温
が
浮
遊
性
藍
藻
の
適
水
温
ま
で
上

昇
し
て
い
る
事
（
二
五
～
三
五
℃
）
。

　
a
　
南
湖
の
ほ
と
ん
ど
全
域
に
お
い
て
無
機

　
ゴ
ヌ
ソ

．
敏
窒
素
が
消
失
し
て
い
る
事
。

　
⑭
　
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
降
雨
が
ほ
と

　
ん
ど
な
く
晴
天
の
日
が
続
く
事
。

　
＠
　
南
湖
の
滞
留
日
数
が
二
〇
日
以
上
と
長

　
い
事
。

　
6
　
藍
藻
綱
以
外
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
種
類

　
数
及
び
総
細
胞
数
が
減
少
し
て
い
る
事
。

　
そ
の
年
に
お
け
る
「
水
の
華
」
　
（
ア
ナ
ベ
ナ

属
が
主
体
）
の
発
生
規
模
の
大
小
は
こ
れ
ら
の

要
因
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
事
が
今
回
の
調

査
か
ら
推
察
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　
夏
季
か
ら
秋
季
に
か
け
て
琵
琶
湖
南
湖
水
中

の
窒
素
（
無
機
態
窒
素
）
の
減
少
に
よ
り
窒
素

固
定
の
可
能
な
ア
ナ
ベ
ナ
属
が
異
常
発
生
を
起

こ
し
、
ま
た
こ
の
種
類
の
分
解
時
期
か
ら
水
中

の
窒
素
濃
度
が
上
昇
し
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
の

増
殖
を
促
進
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
一
九
八
七
年
に
「
ア
オ
コ
」
と
呼
ぱ

れ
て
い
る
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
が
は
じ
め
て
南

湖
で
大
規
模
に
発
生
し
た
事
に
つ
い
て
は
、
生

物
学
的
指
標
か
ら
み
れ
ば
富
栄
養
化
が
あ
る
程

進
行
し
て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
こ
れ
以
上
に
水
質
汚
濁
が
進
め
ば
ア
ナ

ベ
ナ
の
増
殖
を
ま
た
ず
し
て
「
ア
ォ
コ
」
が
発

生
す
る
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
「
水
の
華
」
　
（
ア
ナ
ベ
ナ
属
が
主
体
）
の
発

生
規
模
は
気
象
条
件
に
よ
っ
て
非
常
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
人
間

が
関
与
で
き
る
部
分
と
し
て
は
、
湖
内
及
び
陸

域
に
お
い
て
こ
れ
以
上
の
人
為
的
な
汚
濁
負
荷

を
増
や
さ
な
い
事
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
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照卿　えんびつ ●

●
秦
野
市
（
神
奈
川
県
）
　
名
水
百
選
の
弘

法
の
清
水
に
有
機
塩
素
系
溶
剤
除
去
装
置
を

設
置
す
る
。
水
中
に
空
気
を
吹
き
込
ん
で
気

化
さ
せ
溶
剤
の
九
〇
％
を
除
去
で
き
る
。
費

用
は
六
〇
万
円
程
度
。
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
ニ
一
p
P
D
が
検
出
さ
れ
て
い
た
。
厚

生
省
の
暫
定
基
準
は
一
〇
P
p
b
。

●
北
海
道
　
一
九
八
四
年
か
ら
六
八
市
町
村

の
五
七
七
カ
所
の
井
戸
水
を
調
査
し
て
き
た
。

旭
川
、
北
見
、
深
川
、
静
内
、
遠
軽
の
三
市

二
町
、
合
計
三
五
カ
所
の
井
戸
で
暫
定
基
準

を
上
回
る
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

五
〇
〇
工
場
（
う
ち
ハ
イ
テ
ク

関
連
は
ニ
ニ
）
が
問
題
の
物
質

を
使
用
し
て
い
る
。
道
は
こ
う

し
た
物
質
に
よ
る
汚
染
防
止
の

た
め
監
視
体
制
を
強
化
す
る
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
（
5
・
m
）

●
水
俣
市
　
元
水
銀
回
収
処
理

工
場
周
辺
の
残
留
水
銀
濃
度
を
一
九
八
八
年

一
〇
月
か
ら
調
査
し
た
。
二
三
の
枝
線
水
路

の
一
〇
五
地
点
で
ヘ
ド
ロ
、
一
一
四
地
点
で

水
質
を
調
査
し
た
。
工
場
の
枝
線
水
路
三
カ

所
の
ヘ
ド
ロ
か
ら
除
去
基
準
値
二
五
P
P
m

を
超
え
る
水
銀
が
検
出
さ
れ
、
最
高
は
五
二

・
二
P
p
m
だ
っ
た
。
国
の
水
質
基
準
値
O

・
O
O
O
五
p
p
m
を
超
え
た
地
点
が
一
カ

所
あ
っ
た
。

　
同
市
の
指
導
に
よ
り
、
工
場
は
流
出
源
の

コ
ン
ク
リ
‘
．
ト
化
を
＝
二
〇
〇
万
円
か
け
て

行
っ
た
ほ
か
、
枝
線
水
路
の
残
留
ヘ
ド
ロ
を

除
去
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
同
工
場
は
水

銀
回
収
処
理
の
専
門
業
社
と
し
て
一
九
五
一

年
に
設
立
、
操
業
中
に
丸
島
水
路
・
漁
港
に

五
五
㎏
の
水
銀
を
流
し
た
と
さ
れ
、
ヘ
ド
ロ

除
去
工
事
費
の
う
ち
二
億
円
を
原
因
者
負
担

し
て
い
る
。
一
九
七
四
年
に
水
銀
回
収
を
や

め
た
。

●
大
口
市
（
鹿
児
島
県
）
　
一
九
八
八
年
春

か
ら
湧
出
し
だ
し
た
温
水
か
ら
最
高
一
三
P

P
m
の
ヒ
素
を
検
出
し
た
（
同
年
一
〇
月
）
。

　
　
　
　
　
ヒ
素
の
許
容
限
界
は
0
・
〇
五

　
　
　
　
　
P
P
m
以
下
。
湧
水
は
湧
出
量

質物害有

七
八
O
ト
ン
／
日
、
水
温
三
三

・
八
℃
以
上
。

●
鹿
児
島
県
（
承
前
）
　
周
辺

の
米
、
土
壌
、
井
戸
水
、
河
川

水
の
調
査
を
し
た
。
湧
水
の
流

入
す
る
牛
尾
川
で
最
高
○
・
二

四
P
P
m
、
水
田
か
ら
二
四
・

八
P
P
m
の
ヒ
素
を
そ
れ
ぞ
れ
検
出
し
た
。

土
壌
汚
染
防
止
法
の
基
準
値
は
一
五
P
P
m
。

●
大
口
市
（
承
前
）
　
牛
尾
川
か
ら
取
水
し

て
い
る
農
地
六
五
㎞
の
か
ん
が
い
用
水
を
羽

月
川
上
流
か
ら
の
取
水
に
切
り
替
え
る
た
め
、

事
業
費
四
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
に

決
め
た
（
5
・
2
）
。

●
福
岡
鉱
山
保
安
局
（
承
前
）
　
湧
水
か
ら

二
・
五
㎞
、
一
九
七
四
年
ま
で
金
を
採
掘
し

て
い
た
旧
大
口
鉱
山
と
湧
水
と
の
因
果
関
係

に
つ
い
て
5
・
9
か
ら
調
査
す
る
。
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